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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月26日(2019.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　刺激を受け取ると、対象の体内位置から除去されるように構成されるデバイスであって
、
　前記刺激を受け取ると、前記デバイスが第２の立体構造を得、前記第２の立体構造が、
前記デバイスが前記対象の前記体内位置から除去されるように十分小さく、
　前記デバイスは、刺激の前には、前記第２の立体構造と異なる第１の立体構造を有し、
　前記第２の立体構造は、前記第１の立体構造の最大断面寸法より少なくとも約１０％小
さい最大断面寸法を有し、および／または
　前記第２の立体構造は、前記第１の立体構造の凸包より少なくとも約１０％小さい凸包
を有する、デバイス。
【請求項２】
　対象の体内位置に選択的に保持されるように構成されるデバイスであって、
　第１の立体構造を有するデバイスが、投与されると、前記対象の前記体内位置で第２の
立体構造を得て、前記デバイスが前記位置内に保持され、
　一定期間後、刺激を受け取ると、前記デバイスが前記第１の立体構造を得、前記第１の
立体構造は、デバイスが前記位置から除去されるようなものである、デバイス。
【請求項３】
　前記デバイスが、経口投与される、請求項２に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記デバイスが、前記デバイスを投与するステップの前および／または前記デバイスを
投与するステップの間に、カプセル内に含有される、請求項１～３のいずれかに記載のデ
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バイス。
【請求項５】
　前記刺激が、外部シグナルを含む、請求項１～４のいずれかに記載のデバイス。
【請求項６】
　前記刺激が、熱を含む、請求項１～５のいずれかに記載のデバイス。
【請求項７】
　前記刺激が、誘導を含む、請求項１～６のいずれかに記載のデバイス。
【請求項８】
　前記デバイスが、４５℃から６５℃の間の範囲（両端を含む）の温度まで加熱される、
請求項１～７のいずれかに記載のデバイス。
【請求項９】
　前記デバイスが、４５℃から６５℃の間の範囲（両端を含む）の軟化温度を有するポリ
マーネットワークを含む、請求項１～７のいずれかに記載のデバイス。
【請求項１０】
　第１のポリマー材料および第２のポリマー材料を含むポリマーネットワークと、
　前記ポリマーネットワークと会合する複数の常磁性粒子とを含む誘発性形状記憶組成物
であって、
　前記第１のポリマー材料は、約４５℃超もしくはそれに等しい軟化温度を有する架橋さ
れていないポリマーであり、
　前記第２のポリマー材料は、架橋されたポリマーであり、
　前記ポリマーネットワークは、前記第１のポリマー材料の前記軟化温度未満では第１の
立体構造、前記第１のポリマー材料の前記軟化温度を超えると前記第１の立体構造と異な
る第２の立体構造を有するよう構築されて配置され、
　前記第２の立体構造は、前記第１の立体構造の最大断面寸法より少なくとも約１０％小
さい最大断面寸法を有し、および／または
　前記第２の立体構造は、前記第１の立体構造の凸包より少なくとも約１０％小さい凸包
を有する、誘発性形状記憶組成物。
【請求項１１】
　第１のポリマー材料および第２のポリマー材料を含むポリマーネットワークと、
　外的刺激に曝露した際に、前記第１のポリマー材料の加熱を少なくとも約４５℃まで促
進する、前記ポリマーネットワークと会合する複数の非ポリマー部分とを含む誘発性形状
記憶組成物であって、
　前記第１のポリマー材料は、約４５℃超もしくはそれに等しい軟化温度を有し、
　前記ポリマーネットワークは、前記第１のポリマー材料の前記軟化温度未満では第１の
立体構造を、そして前記第１のポリマー材料の前記軟化温度を超えると前記第１の立体構
造と異なる第２の立体構造を有するよう構築されて配置され、
　前記第２の立体構造は、前記第１の立体構造の最大断面寸法より少なくとも約１０％小
さい最大断面寸法を有し、および／または
　前記第２の立体構造は、前記第１の立体構造の凸包より少なくとも約１０％小さい凸包
を有する、誘発性形状記憶組成物。
【請求項１２】
　前記複数の非ポリマー部分が常磁性粒子を含む、請求項１０または１１に記載の誘発性
形状記憶組成物。
【請求項１３】
　前記軟化温度が、前記第１のポリマー材料のガラス転移温度である、請求項１０から１
２のいずれか一項に記載の誘発性形状記憶組成物。
【請求項１４】
　前記軟化温度が、前記第１のポリマー材料の溶融温度である、請求項１０から１３のい
ずれか一項に記載の誘発性形状記憶組成物。
【請求項１５】
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　前記第２のポリマー材料が、前記第１のポリマー材料の前記軟化温度より高い軟化温度
を有する、請求項１０から１４のいずれか一項に記載の誘発性形状記憶組成物。
【請求項１６】
　請求項１０から１５のいずれか一項に記載の誘発性形状記憶組成物を含む保持デバイス
。
【請求項１７】
　対象の体内での保持を制御するための誘発性保持デバイスであって、
　前記デバイスが、前記対象の体内位置に置かれると、通常の生理的学条件下でその位置
に保持される膨張プロファイルを含み、
　前記デバイスが、前記対象の外部から加えられる刺激に対して感受性であり、それによ
って前記デバイスが収縮プロファイルをとり、前記対象の前記体内位置から排除されるデ
バイス。
【請求項１８】
　収縮プロファイルをとり、通常の生理学的条件下で前記対象の前記体内位置から排除さ
れる、請求項１７に記載のデバイス。
【請求項１９】
　前記ポリマー材料が、ポリカプロラクトンおよび／またはポリ乳酸を含む、請求項１０
～１５のいずれかに記載の組成物、または請求項９もしくは１６に記載のデバイス。
【請求項２０】
　前記対象の前記体内位置が、胃腸管内である、請求項１０～１５のいずれかに記載の組
成物、または請求項１～９および１６～１８のいずれかに記載のデバイス。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　さらに別の態様では、デバイスが提供される。一部の実施形態では、デバイスは、対象
の体内位置に置かれると、通常の生理学的条件下でその位置に保持される膨張プロファイ
ルを含み、デバイスは、対象の外部から加えられる刺激に対して感受性であり、それによ
ってデバイスは収縮プロファイルをとり、対象の体内位置から排除される。
　本発明は、例えば、以下の項目を提供する。
（項目１）
　対象の体内位置からデバイスを除去する方法であって、
　前記デバイスが第２の立体構造を得るように、前記デバイスを刺激するステップであっ
て、前記第２の立体構造が、前記デバイスが前記対象の前記体内位置から除去されるよう
に十分小さいステップを含み、
　前記デバイスは、刺激するステップの前には、前記第２の立体構造と異なる第１の立体
構造を有し、
　前記第２の立体構造は、前記第１の立体構造の最大断面寸法より少なくとも約１０％小
さい最大断面寸法を有し、および／または
　前記第２の立体構造は、前記第１の立体構造の凸包より少なくとも約１０％小さい凸包
を有する、方法。
（項目２）
　対象の体内位置にデバイスを選択的に保持する方法であって、
　第１の立体構造を有するデバイスを投与するステップであって、前記デバイスが、前記
対象の前記体内位置で第２の立体構造を得て、前記デバイスが前記位置内に保持されるス
テップと、
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　一定期間後、前記デバイスが前記第１の立体構造を得るように前記デバイスを刺激する
ステップであって、前記第１の立体構造は、デバイスが前記位置から除去されるようなも
のであるステップと
を含む、方法。
（項目３）
　前記デバイスが、経口投与される、項目２に記載の方法。
（項目４）
　前記デバイスが、前記デバイスを投与するステップの前および／または前記デバイスを
投与するステップの間に、カプセル内に含有される、前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目５）
　前記デバイスを刺激するステップが、前記対象に外部シグナルを加えることを含む、前
記項目のいずれかに記載の方法。
（項目６）
　前記デバイスを刺激するステップが、前記デバイスを加熱することを含む、前記項目の
いずれかに記載の方法。
（項目７）
　前記デバイスを刺激するステップが、誘導を含む、前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目８）
　前記デバイスが、４５℃から６５℃の間の範囲（両端を含む）の温度まで加熱される、
前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目９）
　前記デバイスが、４５℃から６５℃の間の範囲（両端を含む）の軟化温度を有するポリ
マーネットワークを含む、前記項目のいずれかに記載の方法。
（項目１０）
　第１のポリマー材料および第２のポリマー材料を含むポリマーネットワークと、
　前記ポリマーネットワークと会合する複数の常磁性粒子とを含む誘発性形状記憶組成物
であって、
　前記第１のポリマー材料は、約４５℃超もしくはそれに等しい軟化温度を有する架橋さ
れていないポリマーであり、
　前記第２のポリマー材料は、架橋されたポリマーであり、
　前記ポリマーネットワークは、前記第１のポリマー材料の前記軟化温度未満では第１の
立体構造、前記第１のポリマー材料の前記軟化温度を超えると前記第１の立体構造と異な
る第２の立体構造を有するよう構築されて配置され、
　前記第２の立体構造は、前記第１の立体構造の最大断面寸法より少なくとも約１０％小
さい最大断面寸法を有し、および／または
　前記第２の立体構造は、前記第１の立体構造の凸包より少なくとも約１０％小さい凸包
を有する、誘発性形状記憶組成物。
（項目１１）
　第１のポリマー材料および第２のポリマー材料を含むポリマーネットワークと、
　外的刺激に曝露した際に、前記第１のポリマー材料の加熱を少なくとも約４５℃まで促
進する、前記ポリマーネットワークと会合する複数の非ポリマー部分とを含む誘発性形状
記憶組成物であって、
　前記第１のポリマー材料は、約４５℃超もしくはそれに等しい軟化温度を有し、
　前記ポリマーネットワークは、前記第１のポリマー材料の前記軟化温度未満では第１の
立体構造を、そして前記第１のポリマー材料の前記軟化温度を超えると前記第１の立体構
造と異なる第２の立体構造を有するよう構築されて配置され、
　前記第２の立体構造は、前記第１の立体構造の最大断面寸法より少なくとも約１０％小
さい最大断面寸法を有し、および／または
　前記第２の立体構造は、前記第１の立体構造の凸包より少なくとも約１０％小さい凸包
を有する、誘発性形状記憶組成物。
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（項目１２）
　前記複数の非ポリマー部分が常磁性粒子を含む、項目１０または１１に記載の誘発性形
状記憶組成物。
（項目１３）
　前記軟化温度が、前記第１のポリマー材料のガラス転移温度である、項目１０から１２
のいずれか一項に記載の誘発性形状記憶組成物。
（項目１４）
　前記軟化温度が、前記第１のポリマー材料の溶融温度である、項目１０から１３のいず
れか一項に記載の誘発性形状記憶組成物。
（項目１５）
　前記第２のポリマー材料が、前記第１のポリマー材料の前記軟化温度より高い軟化温度
を有する、項目１０から１４のいずれか一項に記載の誘発性形状記憶組成物。
（項目１６）
　項目１０から１５のいずれか一項に記載の誘発性形状記憶組成物を含む保持デバイス。
（項目１７）
　対象の体内での保持を制御するための誘発性保持デバイスであって、
　前記デバイスが、前記対象の体内位置に置かれると、通常の生理的学条件下でその位置
に保持される膨張プロファイルを含み、
　前記デバイスが、前記対象の外部から加えられる刺激に対して感受性であり、それによ
って前記デバイスが収縮プロファイルをとり、前記対象の前記体内位置から排除されるデ
バイス。
（項目１８）
　収縮プロファイルをとり、通常の生理学的条件下で前記対象の前記体内位置から排除さ
れる、項目１７に記載のデバイス。
（項目１９）
　前記ポリマー材料が、ポリカプロラクトンおよび／またはポリ乳酸を含む、前記項目の
いずれかに記載の組成物、デバイス、または方法。
（項目２０）
　前記対象の前記体内位置が、胃腸管内である、前記項目のいずれかに記載の組成物、デ
バイス、または方法。
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